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　本研究は学童期の憶緒陣害児に対する学習指導め実践

を通して対象児童の陣害の改善をはかるとともに1㌧学習

指導の効果の検討をおこない〆陣害に対応した効果的な

指灘法を発見する・二とを月的とするる、丁学習∫どは心理

学では広義には，同一あるり．・は類似の経験が繰返された

結果生ずる比較的永続的な行動の変化を意味するが，”こ

こでは剛応，．学校における教科学習の意味に便うこ乏に

する。1～．ド．1・げ 　　～　’』r∫ 1』

　さて，情緒障害児は多動渥衝動的そ情緒不安定などの

共通もた行動の問題と，∵注意の範囲がせまい多 、注意が乱

されやすく注意の持続ボ函難である， などの共通 した注

意の障害を示す。学童期にはいると，学校での授業．中

に，以上のほか特に自分の興味のあることには夢中にな

！掛が，、 Lそ壁以外⑫辞溢に嫁関心を示！さないなどの問題が

目立っ∫く．多旗即あ一真・） 》詠斉授業に参加し学習 して㌢ ・ぐ

襖Φ困難桑2ン藻岡婬適応して、ともだちと台緒に学校生

活を送巻こ≧φ困難』、3 ），興味の片寄・り ，．知的能力のア

γヂラマ洛』 14）・教師の指示や制止に従えない等の問題

が起る。，縁友からは行動藻幼児的で統制に欠けるた、め

、二’淑』 い・． 4一』 第 1図〉情緒陣害児個人内差 ・・
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藍、細こさ紐』ワ鰭情辮赫かどく勧醐』 輩
飾行軟曄魂穂ξ鷺る♀，そ辱そ碑蓼
騨繭がデ鵬rく癖騨1う暮琿卿麟9崇所で？

腱蔽破師舜溺うな例にヤ・‘少峠吟樋
述の聯をなんと力聯禦。？≦二卿騨問購動

轍ず繊粛学鞭騨寮骸轡輿
焔搬秘甦鱒燕熱，
このような症僚対貨蹴鰍傍鮪な坂舳

面の改齢多少あっても1騨鱒善關嘩御擁
い・学灘の興解魅対じて講戯輝轡勲カ
ウシの砂を極う…鯉も群癖改善％煙郷
導を行なって学菜麟轡騨す轡だ1』吻鮪

力な対細趨購醸る占榊零1鞭学即
鋒数耕め形をとちた課題を用いズi”上述めような子ども

たちの学業不振を診断し指導してきた実践の概鴫を報告

し1用）～た方法の特徴を蓮穴七みたし～る ・

子どもたちの学勲雌の把戯鱒難獣赫セ
は‘、東京都立心身障害者福祉セン ター聴力言語障害瞬長

石戸谷栄←氏が聴力障害児の指導のために作製したブ白

グラムを利用・したも礎φ理由は， 当脚こおける対象児の

ほとんどが，幼児期に． おいて言語発達の遅れを示じで
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日本総合愛育研究所紀要

いた者であり，聴力障魯児の状態と類似しているのでは

ないかと考えられるからで麟碍1P点につい碕脚
害児（都セソター来所者） と当所め児童どを比較した結

果は第1図である。「裸覚受容検査」はI　T　P　Aの下位

検査で刺激藷と絵のマッチソグをさせるもの。PVT

（絵単語検査》も同様である。言語刺激反応検査（石戸

谷聯案）は蘇厳すこと馳飢だ教示縦って作
業できるか否か（例：「いちぱん大きい丸を取ってくだ

さいJ）．からより複雑な醤語理解の程度を把握しようと

するものである。同一個人の3種の検査得点は，聴力障

害児群，情締障害児群とも擁して視覚受容検査が雷語刺

飯応鱒よ・り棚らかに勘鱗レ轡を就てい
る・・このこξから聴力騨坤碕して右効蝉習鱒の

方塑締の対象児に対して鋤籍おさめるのではな

いかと期待されるg

響鱒の実際は・（瞠習脚テヌゼ （2）軸繍テ

スト （3）結果の整理（ブ・7イルφ作製）． 「（5）母親に対

する個別指導の4つの段階から庇る。r

工　なぜ算数の間題を用し・るか

職科の蘭の形をとった材料を用ヤ・癖習指導妬

なう理申は次のようなものである。．

1）撒科曝礎から積上げて計鱒壱ζ糊椀てい

く必鄭ある学科であり詣輪細的聯1る腰莇
る。

　2）問題文の表現が比較的定型的であ「り， 間題文の一

義的な解釈力河彰である。

　3）、例題による解法の習得→同種の問題の解決という

ふうに， 問題のタイブとそれに対応 した解法をワソセッ

トにして習得．しておけば熟練次第で正答を得・ることがで

きる。．

　4）小学校の算数科の内容は日常隼活で使われること

が多く，また計算等は日常生活で必須の蝶能で あるか
ら・最低限これ餐けは身につけさせておく必要があるら

同時に・、 ．「蜘計算」の習得は比鮒早蝉果があ編

ので学習トの関心を高めることと参できる。

5）問騨及び解法の理解の是非力㍉燐r？碗答
を得られるかどう1かで一義的に明らカ」kなる1

江　学業不振の原因をどう考えるか

本研究頬のための試案は噌述似う師戸谷邸
拗贈児勉とぱの灘のために工夫考案し属ので

ある・勤醜壁醗の碑こ鑓を働て・略の
ある思考判断を行なうのを援助するためのプ・グラムで

あり・ことぱそのもめを覚える寿げそなくことぱを倹い

こなせるようにな畜ごとy向時比ことばで表わされた内

第14集

容が聴力障害児の身につき，少しでも彼らの生活に役立

？午ζを袷嬢・夕したもぞで為る。聴力障害児はまず第

一に刺激の受容過程に問題があるわけであるから，コミ

ュニケーショソの内容の担い手としての「ことぱ」を出

発点に以下のような仮説を展開することが必要である。

この考え方を要約すると，

　①学業不振の原因は主としてことばの理解の問題であ

る，ことばのうちでも論理的思考の鍵となる「機能語」

の理解の欠落。不完全が，学業不振の大きな原因となっ

ている。

　②単に語彙数を増やすようにするダけでなく，．様々な

具体例によってことばのもつ多様な意味を納得きせるこ

とが効果的である。

　①のことばの理解の問題の中には読み誤りや単諮の区

切り方の誤鵜単語を知らないことなども含まれ，その

ために問題文の読解がうまくいかないので，テスト成績

が悪くなると考える。もちろん，問題の解法を知らない

こと，あるいは問題の解法に習熟していないことも学業

不振の大きな原因である。従って，計錦等，問題を解く

ための基礎的技能や解決が身についていることは，後述

する一連の指導法が奏効するための前提条件とも言うべ

きものである。後述の指導の中で，　「数と計箕」の領域

の身につき方がまず第一の指標となるのはこのためであ

る。

、石戸谷氏の毒う 「機能語」とはどんなことぱであろう

か。機能語とは普通は「助動詞・前置詞・接続詞など文

法構造を表すことを主たる任務とする要素で，・これが骨

格とな6て辞轡的な意味をもつ内容藷が肉とならて言語

ができあがっている」と考えられているが氏の言う「機

能語」は上記のほか，空間的・時問的布置や順序を表す

「次」「前」「後j　rあと」「先⊥などの抽象名詞，ある種

の名詞やそれに準ずる語につく』「～のたびに』の意味を

表す「毎（ごと）」，丁ずっ」 （1人ずつ） のような性格を

もったことぱも多く含む。これらのこどぱを一貫する国

語学的特徴は必ずし棚らかではなし’妊、強いて罰な

5曙概念相互の関係を表示したり，ひ概含璽示す内容を細

力・く規定したりする語であると考えら拠る。

たとえば「後」　（あと）というこ’とぱは「後からつい

てくる」に見られるように・④「うしろ・後方」の意

臨　「勉強曝後でする』あ場合iの◎ある時点からのちの

悪「後は明日にまわそ、う」と かrお吻臆もよろし
りようで」のような，0残りどか㊤のちに来るものを意

味す鋤舷ど，いく？岬郷匁ブ壱嘱す臆嚇
ある。問箪を解く場合は，まず間題文g中に現われた

「後」がどの タイブの意味rをもつがを明1らかにし，残っ
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権平他 ≦梢緒障準児等の学業指導に関する研究

た問題文の部分にづいても，一』ひどづひとづの文節やこと・

ばの意味するものを前後の文脈から明確にする作業を何

段階かに渡らて誤り なく裟りかえす。 そこでは じめて間

題文の正確な理解に達することができる5

　r子ども1が110人遊んで I」“ま1した‘1 3人帰り ました

が1後から
1’ 人来ましだど1今1 何人遊んで1 いるでし

ょう」1・という商題文中の 「後』 1ほ上記◎のある時点から・

めちの意である。そし七，1∫ある時点とは，一13人帰ら1てし、

ま・った時点である占さら紅「今」 ・どは， 新だに5人の子
どもが加わった時点である（文中の久テ線は，・皮節め動

れ目を表す）。　上記の問題文を正・しぐ理解するにばド少

なくと も以上めよう・なポイ泌ト1がまち力雪いなく把握ざれ

ていなければならなレ～。犬天にどづては全く自闘で自鋤

的に進行するように思われる問題文の読解の過程は誘発

達しつつある子どもに・どらてはそれほど容易ではないが

何らかの意味で問題文の読解に困難を感じている子ξも

にとっ てはな お さらであ、る。 1：』㌣∴戸
＿

　・ぞれそはなぞr後』乏》」ゲこ。とばゐ薫し“理解が困聾

なのそあろうふ。まず④に見られ畜よ1うi1な自分を中心と

した前後め方向の概念化は比較的容易である6これに反

して』猷みられる，rある時点を鯨とrし⑳繭騨

鯉係や，・○嚇樋るよづに，盆体の乙部分（残⑫

部分）「として「あと⊥を位置づけること， 即ぢ・「全体⊥

と「ある処理が済んだ部分」とF未処理の部分」 1〈残り

＝あと）の3つを同時に概念的に考えることは，㌧よ勤困

難である可能性が晒φ 全体ζ部分卿駅臓用・して｝

考え．うこ とやll三rある起点を設定して時問纐髄考焔

ことは，曳実に目に見える世界をもとにして空聞内での

前後闘係を考えるこ， とホ畝は｝、ミρち頃な？ て発連レてくg

ると考えられるから1であ 為。竹・．

以弄は学菜不振を』r機能誘」，㊨観点から擬観レきもの

で診翫守L述のようなτ毅的な条件琴伽蔑て？1本研究で

礪特殊で複雑掌子ど もΦ側の発件を考感聾ヤ・れなけれ曙

な二らな期 》。 二現奮φと； ンうヒ』子ξ吟の側の条件はr応．学

習巳醇な∫聾度」「ζ 「知能」』の．舞含の側画嬉分ゆ1ζ謁述

，すタき雁あ多志考ネるb．1後者に瞳当然知罷の髪達の・71二γ

ノミ．烈紬含麟臥前麹 、隙度♪に？虞を転昌愈

麺、に、鱗鵬謄嘆学習に轡頃取稗袴る⇒）・購

嬉餌聾鱒で韻々・欄脚；韻・』琴もの卸
断の卿脚噸致．し爆題紬規るこ点・’曜治：

療7』勲瀕φ、貯ρ々財頒蔀．卿ぞ鰍灘
輔嘲織駒脚早レ滞ら姻ヤ’如q．∴、、ナ1⊃聴

〉、、要で。趣磯無』露にll融1賛』』ll
1∵

　爆第工表に示す対象児に対し，・、昭和50年 4’丹以来毎月渦

ン第1』表 対象児の学年別1・Q

謹1 準』／蘇4i 』、ド．

6計r
95以上

85（レ94

75～84r

「74以下 1 l　　　　l

＼

計ノ1 Tグ
’7＞』

ぎ1 』6 ／蚕 』8r 1

調計鼎劉』蕃

回，年11回（8．月休）集団的に学習指導をおこなづてい

る6第1 表の対象児は主どして・当研究所心理治療室にお

いて幼児期に遊戯治療を施行し舜それと並行して母親に

はカウ、シセリーソグを行各てきた者たちであるガ対象児の

うぢ，23人は脳波異常があり投薬治療中であるび∫▽ 』、

工 学習予測チ災ト・三∫1 〆こ1駅 ：i二・・…

』学習乎翻テズ事醸1：茄減乗除，義大小比鮫ヂ小数も1分数

碗互鱗，害恰翻ゐ謹紬轍の取撫の癬め
・程度を，1数め取扱卵を衷ザ様菱め雷語表現と1の蘭連でど

らえようとするものである。同一の取扱いを蓑事婚ぐづ

かみ異ったi菱現め課庭1をあたえる トも・4〉でド．問題総数は

60題。 学習予測デス ドの結果か ら後述の ．「学習診断デス

　ト』のうちどの程度の困難度め課題をあたえ て，・ 遷ら辱一

詳細亮学ガ不足の範囲を測定したらよいがを決定する譜

齢な：れ酵齋測テ淋畔く懸オ葺な診断・孝習診

断デ淋』ほそ穎唾備密検査のたあの道具である8箪、

r其繭に酵齢測款ト瞳 とえ劇噛庸鑓
チど・騨猷 ri良白を加えるど滋f証1瞳茄
ぜると面遍いは旧ど3』をませる緬：こ鶴ぢま
ぢに，「’て「だ矛玉ド加える」，1「あわぜる」，1「まぜる」”など‘

加蝿癒涙う紛異っ冠臆を使寂齢献適
切嫉字齢れさせる⑩であり，答えξべ瀕’（□〉

め位置む各問で異るしここでは一「たす」 「「加える」1「あオケ

ぜる士「よせる」の4つの異ったこどばが』おたえら簸た

・時， すべて同』の「加算」 という作業をすればよ1い1とゼ

　ら』こと一がわから、ているか否か，rl 即ち，異らた言語裟現が

実は機能的に等価なもめであるごとが理解されてし～て〆

実際に機能的に等価なものと して作業を進めでいぐこ と

　がでぎ・るかどうかが検査さ・れ之いる わけである6 また同

隙亡汀口に3をたすと8』に見られ融う硯「た鱒

る数ゴ淘r合謁」伍す数』 と㌧÷欄係が理鰹奴
　“で身にづ6だものであるがどうかトll即ぢ1「加法ど減法1

　の闘係が理解されているかどうか，また，づぎつめて言

　えば数の取扱い方が適切な関連をもっだ←づの体系と駕

噸卿に織てられているがどうカ≦蘇間撚興ピ
　推定じよ＝うとするものである。r』 一』二』』： 訟忌誰、静遊

1
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日本総合愛育研究所紀要

　学習予測テストは以上述べたように，算数学習によく

使われる用語やことばを，子どもが①ことばとして知っ

ているか，②数の取扱いと対応した形で1ことばの意味

をとらえているか，③ごく初歩的な数の取扱い方（技能）

を賠に・一定蝉まで働こ妙ことカミでき勧の
　3つの観点から大まかに診断しようとするものである。

そして，問題中に現われたことぱや算数用語の理解の程

度についても，この結果から間接的に推定できるとする

観点にたつものである。

πr学習診断テスト

　学習予測テス トの結果に基いて， 子どもの算数科の学

力のどんな点がどの程度劣っているかを具体的に把撞す

るためのテスト。子どもの実際の学年に関係なく，予測

テストの結果に基いていくつかの学年に渡る内容の学習

診断テストがあたえられる。たとえば4年生Φ子ども
が・ 2年峯や3年隼の内容の学習診断テろトをあたえら

れるこ とが昂る。学習診断テス トの内容嫡要するにご

く初歩的な算数の間題を学年別・領城別犀配列したもの

である。

　小学校算数科の教科内容嫁各学年とも，　「数と計算」・

　「量と測定」、「図形」「数量関係」の4領域（ただし第工

学年では』「数量関係」を欠く）に分類され，さらに個々

の領域はいくつかの単元から成っている。学習診断テス

トは これらの各単元にっいて， 最も墓本的で典型的と考

えられる間題を少数選び，指導要領の学年別にまとめた

も碗であるり 同禄の嘩列形式をとったものに，標準化さ

牲た学力テろトが昂るが，両者は目的も，内容の難易度

も異り レ標準侮され為学方勇ストをもって学習診断テス

酔モ替犀る：こ、とはできないg・第「に，学習診断テストで

は・ そ㊨学年のその単乖で習得すべき算数科の用語やこ

とぱや間題の解法を，なるべく教科密にでてきたままの

形でひと2（一度にい．くつもの定義や解法を組合せて複

雑にする ゆではなぐ） 使用して聞題を解くことが期待さ

れているゆであって，不可欠の知識や技能の習得をチ昌

ジクすることが課題である。この点，基本的知識や技能

を前提と して，ある一定レベル以上の算数科の学力が身

についているがどうかを検査する標準学力テストとは興

るポ学習診断テろトでは学力の弱点が明らかになると，r、

それが直ちに個別揖導へ≧つながるのに対して，標準化

ざれな学力熟不トの場合には・学ヵの測定と測定結果に

藻ぐその後の指導が， 必ずしも一義的に結びついている

わけではない。．1．、

皿一テスト結果の整理

　学習デストの結果は，r個人別にブロフィルに記入され

整理される。このブロフィルを参照すると，学習予測テ

第14集

　ストによって指示された学年の学習診断テ不トの①全頻

　箪を平均した大まかな達成率，②各領域別の達成率，③

　各領域，各単元別の達成率が百分率で表示される。した

　がって面接者には， どの学年の，どの領域の，どの単元

　を携導すべきかが直ちにわかるようになっている。面接

　者はこのブロフィルと学習予測テスト，学習診断テスト．

　を参照しながら例えば「第4学年，数と計錬領域の，概

　数の単元を復習させる指導が必要である」という具合

　に，次にのべる母親に対する個別指導の要点を整理し，

　指導の資料とする。

　W　母親に対する個別指導

　以上のようにして診断され， 現在の学力の様子が記入

　されたブロ7イルをもとにして，母親に対する個別面接

を行なう。商接では

　1）どこを重点に子どもを指導すればよいか

　2）どんな教材で，どんなふうに指導すればよいか

　を中心に，面接者（教育専門家）が実際に母親の目の前

　で子どもを指導してみる。、家庭で実際に子どもの指導に

当るのは両親特に母親であるから，母親に対して，子

　どもをいかに指導すれぱよいかを説明すればよいわけ、で

ある。最も子どもの身近にいて，子どもの状態の変化を

見ながら毎日でも指導できるのは，なんといっても厚親

以外にないし，毎日反復して指導することが大きな効果

をもたらすからである。

　 個々の間題ができない原因としては，

（1）その間題を解くのに必要な知識や解法を知らない

　か，誤って覚えている場合，あるいは知識があやふや

　な場合

（2）　もとになぐ知識や解法は心得ていても問題文に優わ

　れていることばが理解できない場合

のふたつが考えられる。いずれの場合も，母親には， 別

のことばで説明しても大した効果はないから， 教え込む

のはやめるように強調する。そして，問題文中のどのこ

とばがわからないかをただすために，問題文を文節に区

切って読ませたり，わからないことばを含む文節を子ど

もにチ呂ッさせる方法などを具体的に，母親に指導す

’る。子どもをどう指導すべきかを指導するわけである。「’

　次に，今後1ケ月間に，学校そ使っている教科轡を用

いてどんな点をくり返し練習させればよいかを， 具体的

に説明する。このような個別的事項の指導では，①各領

域とも子どもが自力で解決できる程度の問題に限定し，

②「数と計算」の領域にでてぐる按髭を，熟練によって

確実にすることを常に留意するように強調する。

　なお，計数（数をかぞえること）亭10までの教の合成

・分解が身についていない子どもに対しては，面接者が
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第2表　算数学習につまづいた語

つまずい旛1搬 摘 要 つまずいた副臓 摘 要

～から

～より

～ずつ

～（し）かた

～め

どちら

どれだけ

それぞれ

もと（の）

くらべる

～で

ちがい

かさ

工5人
15

10

10

9
8
8
8
8
7
7
6
6

全体から；O時から；後から

～は～より；それより

いくずつ；同じ数ずつ

並びかた1分けかた

○人め1何番め；○枚め

もとの数

全部で；全体で3みんなで

量

全体

～だけ

いくつ

～ぶん

間（に）（の）

あわせる

分ける

おおい

ちようど

また

～には

～に

6人

6
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

はんぶんだけ30人だけ

○人ぶん1ひとりぶん

動詞

動詞

形容詞

はじめに120cmになる

紙製タイルを用いて実際の数の合成・ 分解を指導する。

母親は自宅でこのような指導をくりかえすことになる。

皿　結果およぴ考察

　1．対象児の学業成績の改善は，所属する学校の程

獲，所属する学級の程度が対象児ごとにバラバラである

から，一般的に妥当する結果を得るに至っていない。

　2。本研究の対象児のほとんどは，幼児期において言

語の発達の遅れを示しており，石戸谷氏の扱った聴力障

害児同様算数用語や広義の機鱒語に弱点ないし欠落が

あることが確認された。本研究の対象児が理解困難なこ

とばは第2表のとおり。内容的にも聴力陣害児のことば

の欠落と共通する部分がみられる。本研究の対象児の場

合も，これらのことばを理解させるだけでも，学業にか

なりの程度の改善を見ている者もある。

　3．前述の指導法の効果を明らかにするためには，相

対評価による学校の通知表の評価を用いることは不適当

である。輿際の指導によって，どの程度の技能や解法が

身につき，問題文の理解が改善されたかという点を，別

の課題をあたえることによって，即ち一種のテスト法を

洗練することによって明らかにしていく必要があろう。

　4．　幼児期から聴力にはこれといった障害が認められ

なかった子どもたちであっても，　「機能語」の理解不十

分や欠落を示す場合のあることは，既に述べたとおりで

ある。このような子どもたちが幼児期初期から，言語理

解や言語表現の上で，どのような特徴を示していたかを

明らかにして，「機能語」の問題による学業不振発生の

予防，あるいは早期治療のための基礎資料としたいと考

えている。

　5．本研究の対象児は知的能力もまちまちである。知

的能力に応じた指導が必要である≧考えられるので，知

能程度と指導による学業の改善可能性の関連を探究して

いくつもりである。

　（本研究は東京都立心身障害者福祉セソター聴力言語

障害謙長石戸谷栄一氏，同小田正敏氏‘並びに研修生。

研修終了生の方々，及び池上みち，結城達也の賭氏の協

力によるものである。）
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